
国土交通省と地方公共団体等では、今年も７月１日～３１
日までの１ヶ月間を「海岸愛護月間」とし、「美しく、安全
で、いきいきした海岸を目指して」を推進標語とし、さまざ
まな運動を行っています。

当出張所では砂浜の回復・維持を目的とした直轄工事をお
こなっている岩沼・山元海岸において、現場での清掃を実施
し、海岸にゴミを捨てないように呼びかけたり、パトロール
をして不法投棄などを監視しています。

また、沿岸にお住まいの方や海でのレジャーを楽しまれて
いるみなさんの中で、ボランティアで海岸の清掃活動を行っ
てくれている方々には、当出張所より、岩沼市役所・山元町
役場を通じて軍手・タオルセットを配布して清掃活動を支援
しております。

きれいな海岸はみなさんのおかげで保つことができます。
海岸を利用する際は、ゴミは持ち帰るようにして、みんなが
気持ち良く安心して海岸を楽しめるようにしましょう。

昨年、山元海岸ではウミガメの産卵場所が確認され、無事に孵化した赤ちゃんが海へと帰っていきました。ウミ
ガメにとって砂浜は産卵・孵化する大切な場所です。特に小さな赤ちゃんが海を目指して砂浜を歩く時、漂着ゴミ
や、砂浜を通行する自動車のわだちは大きな障害になってしまいます。

また、砂浜を車で走ると運転者が知らないうちに、ウミガメの卵の上や、ハマボウフウなどの小さな植物を踏み
荒らしてしまうことがあります。これら海岸の小さな生き物達を保護するためにも、砂浜への車の乗り入れはしな
いようご協力をお願いします。

「仙台海岸出張所通信かいりゅうば」はインターネットでもご覧になれます
仙台河川国道事務所ホームページ http://www.thr.mlit.go.jp/sendai/ 刊行物一覧⇒出張所だより
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ウミガメ写真提供：山元町役場

もしかすると今年もウミガメが来るかもしれません。
ウミガメの産卵や足跡を見つけたら、仙台海岸出張所
までご連絡ください。

仙台海岸出張所TEL,（０２２３）２５－５４３１

ハマボウフウ



S2号ヘッドランドの付け根、南側の砂浜
へ降りてみました。

この場所は以前、ヘッドランドの北側付け
根部分のように砂がほとんど無い状態でした。
なぜ南側にはこのように砂浜があるのかとい
うと、昨年行った養浜工事で、他の場所から
砂を運んできて、ヘッドランドで砂を沖へ逃
げにくくして守っているからなんです。

みんな砂浜に降りると、砂に絵を描いたり、
被覆ブロックの隙間にいるカニや貝などの生
き物を捕まえたりして、元気に砂浜を楽しん
でくれました。

磯浜漁港

S4号
S2号

山元町 北 南

平成２０年６月２０日、山元町立中浜小学校６年生のみなさんが、山元海岸Ｓ２号ヘッドランドで総合学習
を行いました。

総合学習の現場見学では全員ヘルメット・ライフ
ジャケットを着用し、現場の安全管理体制を十分に
確保して行ったものです。

工事現場は危険ですので、通常は無断で近寄った
り、立ち寄ったりしないようご協力をお願いします。

ヘッドランドの先端部分。ヘッドランドに
は、とても大きくて重いブロックを使ってい
ます。これは直接波を受けるヘッドランドが、
台風などの高くて強い波にも、ちゃんと耐え
られるようにするためなんです。

自分より大きなブロックが並ぶ光景に、み
んな驚いた様子でした。

ヘッドランド整備イメージ

S2号は完成したヘッドランドです。実際に完成した

ヘッドランドの姿を見て、将来のヘッドランド整備完
成のイメージにつながっていただければと思います。

仙台湾南部海岸インフォメーションセンターにて、
どうして砂浜がなくなってきたか、ヘッドランド工
事はどうやって行われるのか、などを海岸パネルを
使って勉強した後で、実際に完成したS2号ヘッドラ
ンドの上を歩いて、ヘッド部先端まで行きました。

縦堤部約200m

ヘッド部約150m


